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国際会長テーマ

　去る８月３１日、ホテル
メトロポリタン山形を会

場に３

３２－Ｅ地区ガバナー伴
和香子・キャビネット役

員・構

成員の方々ご出席の下、
第１Ｒ第１Ｚ・第２Ｚ合

同のガ

バナー公式訪問例会を開
催させて頂きました。例

会を前

に三役協議会を開き、各
クラブ三役・キャビネッ

ト構成

員のご紹介をさせて頂き
、ガバナー主導の下、各

クラブ

の方針等を発表してもら
いました。ガバナー公式

訪問例

会は、約１６０名の出席の
下、ガバナーよりご挨拶

並びに

国際会長テーマガバナー公式訪問を終えてガバナー公式訪問を終えて

第１Ｒ第１Ｚ・ 第２Ｚ（8/31） 第１Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 佐　藤　英　昭（山形千歳ＬＣ）

（山形ＬＣ）

第１Ｒ第 1Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 三　浦　　　元

方針発表を賜り、続けて
副地区ガバナーのお二方

にもご挨拶を賜りました
。新入会員の入会式では

ガバナーより直接ラペル
ピンを付けて貰い緊張の

面持ちで感無量の会員も
いたようです。懇親会も

和やかな雰囲気の中、無
事に終了できましたこと

報告させて頂きます。最
後に担当の山形羽陽ＬＣ

の皆様には御礼申し上げ
ます。ありがとうござい

ました。　　　　　Ｌ．佐
藤英昭（山形千歳ＬＣ）

２０１７年～２０１８年ガバナー公式訪問が地区内７会場で開催され、熱心な意見交換や和気あいあいとした雰囲
気の中での晩餐会が行われ、各ＲやＺ内のクラブ１つ１つと向き合う事が出来た事が、大きな成果であったと
思っています。
　三役協議会では、ガバナーテーマ・アクティビティースローガン・重点目標の理念や思いを説明させていた
だきました。さらに各クラブごとに「会長テーマについて」、「会員の状況と増強の目標について」、「アクティ
ビティについて」を語ってもらった後に多少のディスカッションの時間を持ちました。その中での１番の悩み
はメンバーの高齢化と会員増強の伸び悩みでした。平均年齢が７０歳を超えているクラブの悩みは深刻です。
又Ｚ内には平均年齢が４４歳の若手のクラブも在り、将来のクラブの在り方を考える時に若手・壮年・熟年がバ
ランス良く存在するクラブを目指すクラブ運営を日々思い続ける事が大切ではないかと思いました。
　しかしそんな中で、こんな時こそアクティビティーが大切だと皆で励ましあい、知恵を出し合い汗をかき、
姉妹クラブの力も借りながら積極的にアクティビティーに取り組んでいる姿勢に感動しました。
　この様なアクティビティーへの積極性は、今年強く感じるところであり、地域のために人々のために・青少
年のために行われる奉仕のすばらしさは、本来のライオンズの目指す原点です。この奉仕への積極性こそが、Ｌ
ＣＩフォーワードの目指すところなのです。
　公式訪問を終えた後に、数多くの奉仕活動にご招待を受けました。日程が重なり残念ながら参加出来ない奉
仕も有りましたが、クラブが一丸となって取り組み、良く準備され、人々の笑顔で成功裡に終える奉仕は、ラ
イオンズ活動の醍醐味です。その意味で、クラブ会長のリーダーシップと責任は大きいと言えるでしょう。
　この期はまだ半期を残しています。善き奉仕、そして会員増強へと努力を続けて参りましょう。最後に、担
当のゾーンチェアパーソンやホストクラブの皆様、そしてメンバー各位に心から感謝を申し上げ、御礼のご挨
拶といたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３２－Ｅ地区ガバナー　Ｌ．伴　和香子
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　去る２０１７年 9 月８日、白鷹町産業
センターを会場に、地区ガバナー伴和香

子をはじめ第一副地

区ガバナー浅賀隆、第二副地区ガバナー
伊藤明彦、キャビネット役員の方々に御

出席いただき開催

される運びとなりました。

　はじめに、ガバナーがもっとも重要視
している三役協議会が開催され、若干緊

張の様子も見受け

られる各クラブ三役の皆さんでしたが、
ガバナーの質問に対しては各クラブ会長

の方々の明確な回

答にガバナーも納得されたと思います。

　三役協議会の中での問題点として、こ
の度の時間設定を１時間３０分の会議時

間としましたが、２０

分ほど超過してしまった点です。これを
踏まえて次年度は２時間程度の設定にす

るべきかと思いま

す。それだけ非常に中身の詰まった会議
だったのではないでしょうか。

　場所を移し、第２Ｒ１０クラブ合同例
会は２０分遅れで開会したものの、会員

の皆さんの温かい拍

手がガバナーを迎えてくれました。地区
ガバナー･副地区ガバナーの紹介、キャ

ビネット構成員の紹

介、各クラブ紹介と進み、その後ガバナ
ーからは今年のガバナーテーマ、～次な

る１００年への歩み

～「子供達の未来へ手を差し伸べて行く
ライオンズを築こう！」に沿った挨拶を

頂きました。その

後行われた、前年度の会員増強推進賞の
伝達では、地区の表彰５クラブのうち、

銀賞に米沢松川ＬＣ、

銅賞に長井ＬＣ、川西山形ＬＣと第２Ｒ
から３クラブも顕彰していただきました

。

　例会終了後は、鷹野湯温泉パレス松風
に場所を移し、１５０人の会員の皆さん

との懇親会が盛大に

行われました。時間の許す限りとは言っ
たものの、僅か１時間３０分程度の宴で

ありましたが、ガバ

ナーを何人もの女性会員が囲み、一緒に
写真を撮っているのが印象的でした。

　最後に、この度の公式訪問に際しお力
添えを頂きました皆様に心より感謝申し

上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ．児

玉照八（白鷹ＬＣ）

　３３２－Ｅ地区第３Ｒのガバナー公式訪問は、第１Ｚ・

第２Ｚクラブ合同により、９月７日（木）、天童温泉「天

童グランドホテル舞鶴荘」において午後６時から２００

余名の会員参加の下、盛大に開催されました。

　地区ガバナー伴和香子が盛大な拍手で迎えられて入

場、開会セレモニーの後、第２Ｚ佐藤みさ子ＺＣから

地区ガバナー・副地区ガバナーの紹介、第１Ｚ芳賀秀

明ＺＣからキャビネット構成員の紹介、天童もみじＬ

Ｃ近野和弘会長によるガバナー歓迎の挨拶に続いて、

地区ガバナー伴和香子、第一副地区ガバナー浅賀隆、

第二副地区ガバナー伊藤明彦の挨拶が行われました。

　伴和香子ガバナーから、１６－１７年度会員増強推進

賞の伝達、地区ガバナー・バナー贈呈、新入会員の入

会式等、盛会のうちに閉会致しました。

　引き続いて行われた懇親会は、奥山紘一元地区ガバ

ナーのユーモア溢れるライオンズローアで締め、また

の再会を誓い散会しました。　

　　　　　　　　　Ｌ．佐藤みさ子（天童もみじＬＣ）

第２Ｒ第１Ｚ・ 第２Ｚ（9/8） 第２Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 児　玉　照　八 （白鷹ＬＣ）
第２Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 髙　橋　良　三 （米沢ＬＣ）

第３Ｒ第１Ｚ・ 第２Ｚ（9/7）
第３Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 佐　藤　みさ子（天童もみじＬＣ）
第３Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 芳　賀　秀　明（寒河江臥龍ＬＣ）
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　9月12日にガバナー伴和香子を迎え、東根市の総合福

祉施設「タントクルセンター」で開催されました。

4R-1Z 内の 5クラブメンバー、キャビネット役員の参加

により、事前の三役協議会を経て、式典に入り、ガバナー

伴和香子、2 名の副地区ガバナーの挨拶を頂きました。

次なる１００年へ微力ながら「We Serve」精神でアクティ

ビティスローガンである「地域貢献に求められる奉仕」

の実施へ決意を新たにしたところです。

　新入会員の入会式も同時に行われ新たに２名の仲間を

第４Ｒ第１Ｚ（9/12） 第４Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 石　垣　卓　雄 （東根さくらんぼＬＣ）

　9 月１４日（木）新庄市のザ・リヴィントンにおきましてガバナー伴和香子ほかキャビネット役員の皆様をお迎えし、第 4R第 2Z ガバナー公式訪問・６クラブ合同例会を開催いたしました。先立って行われた三役協議会では、本年度の国際会長、332 複合地区および 332-E 地区ガバナーの活動方針が説明され、時間が足りなくなるほど活発な協議がなされました。私自身も各クラブ地域に根差した様々なアクティビティーを行っている事を再認識することが出来、大変勉強になりました。また、公式訪問では伴和香子ガバナーより以前旦那様の仕事の関係で新庄・最上で暮らしていた頃、雪の多さに大変驚き苦労した話や、地域の人々と交流の中での心温まるエピソードを交えながらのご挨拶いただきました。最後の懇親会での「また逢う日まで」・ライオンズロアまで和やかな雰囲気の中、ガバナー公式訪問を終えることができました。幹事クラブの新庄 NCLC はじめゾーン内６クラブの皆様ご協力ありがとうございました。　　　　　　　　　　Ｌ．井上裕之（新庄ＮＣＬＣ）

第４Ｒ第２Ｚ（9/14） 第４Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン Ｌ． 井　上　裕　之 （新庄ＮＣＬＣ）

迎え、奉仕することの「意味、喜び」を伝えながら、さ

らなる会員の増強に努めようと最大目標と致しました。

　場所を移動し「さくらんぼ東根温泉」で懇親会を行い、

地酒を酌み交わせながら、各クラブの「抱えてること」

や「あり方」など話し合って交流を深めたところでした。

アトラクションでは県内で活躍している 2 名の歌手のミ

ニ歌謡ショーも行なわれ、楽しいひとときを過ごすこと

ができました。
　　　　　　　　　Ｌ．石垣卓雄（東根さくらんぼＬＣ）

























シリーズ②

「映像で見る藤沢周平作品」

　最初の結婚は嫁いで１年程で夫の病死のため実家に戻った浦井の野江が、乞われて再婚し

た磯村家は武家にもあるまじき蓄財に精を出す家であった。野江、勢津姉妹に優しかった叔

母の墓参りの帰途、山桜の一枝を手折ってくれた手塚弥一郎の穏やかな風貌、物腰、言葉遣

いに野江は目覚めさせられた。弥一郎が藩政の横車を押す諏訪平右衛門を城中で刺殺し、本

人はそのまま大目付の屋敷に自首し、獄舎に収監される。弥一郎の高い志操に全く理解の無

い磯村の家を出て野江は再び浦井の家に戻る。家では両親、弟妹が優しく接してくれる。

　手塚の家では弥一郎不在の家を母親が一人寂しく日を送っている様子。弥一郎との初めて

の出会いからほぼ１年経過した。又あの桜が咲いているのを野江は知り、桜の許に行き、通

りすがりの農夫から枝を採ってもらい、その桜を抱えて弥一郎不在の家を訪ねる。手塚の母

から、野江さんのことは弥一郎から何も聞いてはおりませんよ、と云われることの不安を抱

きながらおとなう。弥一郎の母は浦井の野江と聞いて柔和な微笑みをたたえながら、何時か

貴女がこうしてこの家を訪ねてみえるのではないかと思っていました、といって家の中に招

き入れてくれた。野江は自分が嫁ぐ家は此処だった、と泣き崩れるところで小説は終る。

文：Ｌ. 帯谷行夫（鶴岡ＬＣ）

画：三浦恒祺氏

『山  桜』（映画）
公開年月日：2008 年５月

脚　　　本：飯田健三郎　長谷川康夫

プロデューサー：森谷晃育　杉浦　徹　柳沢光俊　林　裕之

制　　　作：川越和実　遠谷信幸　遠藤義明　亀山慶二

監　　　督：篠原哲雄

出　　　演：東山紀之　田中麗奈　篠田三郎

　　　　　　壇　ふみ　千葉哲也　宮司純子
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　映画は、弥一郎の母から野江が笹巻き

作りを教わる場面に続く。この時二人が

着物の柄が、桜を持って訪れた時と違っ

ている、これは多分時間の経過を示すと

ともに、弥一郎が許されて獄舎から解か

れることの伏線となっているのではなか

ろうか。
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